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著者は本論文で研究課題を 3 つ設定している。研究課題 1 は野球打撃動作における腰部回旋挙動
解析、研究課題 2 は腰椎椎間板変性を有する大学男子硬式野球競技者の身体特徴の検討、研究課題
3 は腰椎椎間板変性の有無による野球打撃動作時の腰部回旋挙動および体幹筋活動の検討である。  
研究課題１で、著者は野球の競技経験の有無による打撃動作の違いを検討することを通じ、野球
競技者の打撃動作の腰部回旋挙動を明らかにすることを試みている。対象は大学硬式野球部に所属
する 7 名と野球経験のない大学生 9 名で、それぞれ経験あり群、経験なし群として、動作課題は野
球打撃練習として頻繁に用いられるティーバッティングとしている。この動作時の腰部回旋を磁気










MRI G-Scan brio を用いて荷重がかかった状態での椎間板の状態を撮像し、Pfirrmann 分類で椎間










最終の研究課題 3 は、MRI 撮像で評価した椎間板変性のある群とない群で、打撃スイング時の体
幹の動作の違いを比較したものである。対象は大学硬式野球部員 18 名で、研究課題 2 と同じく立
位で撮像した腰椎 MRI を Pfirrmann 分類で変性あり群と変性なし群に分け、ティーバッティング
動作時の動作を三次元で解析している。本課題で著者は光学式三次元自動動作分析装置 VICON 
MX+ を採用し、さらに表面筋電図で体幹筋活動の収集も行っている。MRI での椎間板変性あり群














令和 2 年 3 月 2 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判
定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
